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特許審査ハイウェイ(PPH)の概要
 （patent prosecution highway)

特許庁特許審査第１部調整課審査企画室
 安田

 
太

20102010年年77月月22日日 東京東京
ＰＰＨユーザーセミナーＰＰＨユーザーセミナー
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審査 特許可能

ＰＰＨ申請ＰＰＨ申請出願

第１庁

第２庁

出願

パリルート

早期審査

Ａ庁

Ｂ庁

審査

ＰＰＨ申請ＰＰＨ申請Ｃ庁

ＰＣＴ国際段階 ＰＣＴ国内段階

ＰＣＴ出願
特許可能

ＰＰＨ申請※ＰＰＨ申請※

早期審査

見解書／ＩＰＥＲ

特許性あり

早期審査

三極特許庁、フィンランド

 
のＰＣＴ国際段階の成果物

三極特許庁、フィンランド

 
におけるＰＰＨ申請

特許審査ハイウェイ特許審査ハイウェイ(Patent Prosecution Highway : PPH(Patent Prosecution Highway : PPH））

ＰＣＴ－ＰＰＨ

パリルートのＰＰＨ

第１庁（PCT受理官庁）で特許性ありとの判断がなされた出願は、出願人の請求により、第２庁（PCT指定
官庁）において早期審査を受けることができる。

出願人の国際的な権利取得の早期化・低コスト化／各国特許庁の審査負担軽減と審査の質の向上

※Ａ庁の出願をパリ優先権

 
主張の基礎とする場合
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ＰＰＨネットワークＰＰＨネットワーク

日本のネットワーク

その他のネットワーク

日米欧PCT-PPH

ドイツ

オーストラリア

デンマーク

イギリス

韓国

米国

カナダ

ロシア

シンガポール

フィンランド

オーストリア

ハンガリー

欧州特許庁

※2010年7月1日現在

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/9e/Flag_of_Japan.svg
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第２庁

第
１
庁

JPO
US

PTO
KIPO
(*1)

UK
IPO

DPMA CIPO IP-AU
DK

PTO
EPO
(*2)

IPOS NBPR
ROS

PATENT
APO HPO

JPO 1920 371 16 220 0 - 1 1 0 0 8 0 0

USPTO 738 173 16 1 837 40 0 18 1 0 - - -

KIPO 86 397 0 - 0 - 0 - - 0 - -

UK-IPO 12 79 0 - - - - - - - - - -

DPMA 45 15 - - - - - - - - - - -

CIPO 0 26 0 - - - 0 - - - - - -

IP-AU - 32 - - - - - - - - - - -

DKPTO 1 15 0 - - 0 - - - - - - -

EPO 0 30 - - - - - - - - - - -

IPOS 0 1 - - - - - - - - - - -

NBPR 3 3 0 - - - - - - - - - 0

ROS
PATENT

0 - 0 - - - - - - - - - -

APO 0 - - - - - - - - - - - 0

HPO 0 - - - - - - - - - - 0

PPHPPH申請件数申請件数
2010年1月末時点(*1: 2010年3月末時点

 

*2: 2010年3月1日時点)
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オフィスアクション回数が減少することによる「迅速な審査」と「コ

スト削減」。

6.4

10.5

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

日米PPH案件 米国出願を優先権基礎とする案件

(月)

特許審査ハイウェイの利点特許審査ハイウェイの利点
 

①迅速な審査とコスト削減①迅速な審査とコスト削減

ファーストアクションから最終処分までの平均待ち期間(2009CY)
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審査審査
特許査定特許査定

PPHPPH申請申請

PPHPPH

PPHPPHなしなし

第１庁が日本国特許庁、第２庁がUSPTOの場合

FAFA

2-3 月

ＰＰＨを利用した場合、審査順番待ち期間（ＦＡ期間）が大幅に短縮される。

日本

 

→

 

米国：
<PPHなし>

 

２５月

 

(出願からFAまで)   （2009年７月時点）
<PPH>

 

２～３月

 

(PPH申請が認められてからFAまで)
米国

 

→

 

日本：
<PPHなし> ２８．５月

 

(審査請求からFAまで) （2008年度）
<PPH> ２～３月

 

（ＰＰＨ申請からFAまで)

FAFA 審査審査

2255 月月

PPHPPH承認承認

5-6 月

※期間は目安であり、この期間内に処理が行われることを保証するものではありません。

特許審査ハイウェイの利点特許審査ハイウェイの利点
 

②ＦＡ期間の短縮②ＦＡ期間の短縮
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59%

37%

95%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１庁で特許になったものは、第２庁で特許となる可能性が高い。
同じ発明に対し、第１庁と第２庁で審査を行うため、より安定した権利を得ることが期待。

PPH（日→米）対象案件の最終特許査定率

PPH（米→日）対象案件の最終特許査定率

USPTOにおける全出願の最終特許査定率

米国出願に優先基礎を有する出願の最終特許査定率

第１庁が日本国特許庁、第２庁がUSPTOの場合

第１庁がUSPTO、第２庁が日本国特許庁の場合

（2009年）

（2009年7月時点

 

出典：ＵＳＰＴＯホームページ）

特許審査ハイウェイの利点特許審査ハイウェイの利点
 

③高い特許査定率③高い特許査定率

PPHPPHを利用すると第２庁を利用すると第２庁

 
での特許査定率が高いでの特許査定率が高い
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PPHPPHの要件、提出書類等の要件、提出書類等
～日本から米国へのＰＰＨ申請の例～～日本から米国へのＰＰＨ申請の例～

基本的要件

①米国出願が、日本出願に基づいてパリ条約上の優先権を主張しているなど、日本

 
出願と特定の関係にある。

②日本出願が、特許可能と判断された１又は複数の請求項を有する。

③米国出願の全ての請求項が、日本出願の特許可能と判断された請求項のいずれ

 
かと十分に対応している。

提出書類

①請求項の写しと、その翻訳文

②日本国特許庁の特許査定直前のオフィスアクションの写しと、その翻訳文

③引用文献*
④請求項対応表

* 米国特許文献であれば提出不要。米国特許文献以外であってもＩＤＳ書類として提

 
出している場合には提出不要。

PPH申請承認後の

出願の扱い

優先的に審査される

PPH申請手数料 無料（2010年5月25日より無料化）

その他の庁への申請についても原則同様ですが、その他の庁への申請についても原則同様ですが、
詳細については、参考資料の各国対比表、及び各国のガイドラインを参照して下さい。詳細については、参考資料の各国対比表、及び各国のガイドラインを参照して下さい。
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より詳細な情報はこちらより詳細な情報はこちら

• ＪＰＯホームページ
（日本語）

 http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/pat 
ent_highway.htm

（英語）
http://www.jpo.go.jp/torikumi/t_torikumi/pph_pct/pct.htm

• ＵＳＰＴＯホームページ
http://www.uspto.gov/patents/init_events/pph/index.jsp

• PPHポータルサイト
（英語）

http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/pat 
ent_highway.htm

http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/patent_highway.htm
http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/patent_highway.htm
http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/patent_highway.htm
http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/t_torikumi/patent_highway.htm
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ご清聴ありがとうございました。
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